
　　

<Ａ　人口・世帯>
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【ポイント】
①岡山市の合計特殊出生率は2010年では1.45で、全国の1.39を
0.06ポイント上回り、20年間全国を上回っている状況が続いている。
②老年人口の比率は倍以上の増加をしているが、出生率は横ばい
である。これで今後の社会を支えていけるのだろうか。
【注記】
①1990～2005年までは5年おきに、2005年からは毎年表示してい
る。
【用語説明】
合計特殊出生率：女性一人当たりの平均出産数。15～49歳までの
女性の年齢別出産率を合計したものである。

【ポイント】
①虐待相談件数は男子が女子より約30%多い。②2010年では、虐待の
内容で性的虐待は女子のみとなっている。
【注記】
①相談対応件数は虐待を受けている児童の相談対応件数である。
【用語説明】
ネグレクト：「無視する」という意味もあるが、児童虐待、障害者虐待、
高齢者虐待のひとつ。児童虐待においては「育児放棄」を意味する。
特に実子、自立性や自救能力の低い幼児、低年齢児童の養育を著し

く怠る場合をさすことが多い。

Ｇ－３　こども総合相談所虐待相談性、内容別対応件数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山市，2010年）

Ｇ－４　こども総合相談所虐待の加害者実績数（岡山市，2010年）

【ポイント】
①虐待者は実母が約80％、次いで実父約18％である。②子どもにとっ
て一番信頼する親が加害者となっている。
【注記】
①祖父母等「その他」に分類される虐待は、2010年はなかったので掲
載していない。
②2010年、全国の虐待の加害者は実母約61％、実父約25％。

Ｆ－５　女子大学生の性的被害関連経験をした時期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山県内4大学，2011年）
　

Ｇ－１　世帯類型別被保護世帯割合（岡山市，全国，2009，2010年）

Ｇ－２　児童相談所児童虐待相談対応件数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山市，岡山県，2009，2010年）

Ｅ－４　性、年齢階級別自殺者割合（岡山市，全国，2010年）

Ｅ－５　性、自殺動機・理由別割合（岡山市，2010年）

Ｆ－１　配偶者間暴力性別被害者件数(岡山県，2001～2010年）

Ｆ－２　配偶者間暴力性別被害者件数内訳（岡山県，2010年）

Ｆ－３　男女共同参画相談支援センターＤＶ女性相談件数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山市，2004～2010年）
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【ポイント】
①岡山市では男性の自殺者が女性の2.6倍である。②女性は60歳以
上の高齢者が多い。③男性は40～59歳が多い。
【注記】
①全国は年次暫定値で作図した。確定値での自殺総計数は、（女性）
9,407人(男性)22,283人。総数には年齢不詳が含まれる。②全国の自

殺者数は、1998年以後毎年男女合計3万人を超えている。

【ポイント】
①女性の自殺動機では、健康問題が圧倒的に多い。②男性は経済・
生活問題、勤務問題が多い。
【注記】
①総数は実数である。②動機集計は1月～12月までの合計値。6月は
非公表のため除く。発見日・住居地集計であり、自殺日・発見地集計
ではない。②動機・理由は複数回答のため自殺者総数とは異なる（動
機・理由：延べ数、女性53件、男性120件）。③勤務問題：仕事の失

敗、職場の人間関係、職場環境の変化、仕事疲れ他。

<Ｆ　女性に対する暴力>

【ポイント】
①被害者は女性が多い。

【注記】
①刑法犯で検挙された事件の被害者の件数である。②警察は県の管
轄のため、岡山市の統計はとれない。③配偶者間には内縁関係を含
む。
【用語説明】
刑法犯：業務上過失致死傷罪（業過）を除いた一般刑法犯のこと。凶
悪犯（殺人、強盗、放火、強姦）、粗暴犯（暴行、傷害、脅迫、窃盗）、
知能犯（うち詐欺、うち横領）、風俗犯、その他など。

【ポイント】
①被害内容は傷害が半数以上を占めているが、殺人に至るケースも
ある。
【注記】
①「Ｆ－１　配偶者間暴力性別被害者件数」の2010年の内訳である。
②「その他」には脅迫、恐喝等が含まれる。

【ポイント】
①被害の時期は小学校就学前からである。②複数回答の数が多い
ことから何度も被害にあっていることが伺える。
【注記】
①小学校就学前から短大・大学までのべ総数814件である。

　

【ポイント】
①回答者のうち45%（266人）は性的被害に関連する嫌な経験がある。
②性的被害に関連する経験をしているにも関わらず、「性的被害」と自
己認識を持っているのは29%（77人）である。③「性的被害」と自己認識

した人のうち、誰にも相談ができていない人が22%（17人）いる。

【注記】
①この調査は、内閣府「平成23年度地域における男女共同参画連携
支援事業」として(社)被害者サポートセンターおかやまが実施した。②
女子大学生の性的被害関連経験に関する調査は今回が初めてであ
る。

<Ｇ　社会福祉・社会保障>

【ポイント】
①母子世帯以外の男女別の数値はない。②世帯総数で岡山市は1年
間で12.3ポイント増加しており、全国は10.7ポイント増加している。③岡
山市の世帯類型別構成比で、母子世帯は１年間で、0.2ポイント減少し
ている。被保護世帯総数が増えており、実数では686世帯から749世帯
となっている。
【注記】
①父子世帯だけの統計はなく、その他に含まれている。②被保護世帯
（月に1日でも保護を受けた世帯）の年度の月平均。③岡山市、全国は
総数に「保護停止中」を含む。④岡山市が政令市となってからの全国
比較である。
【用語説明】
⑥被保護世帯：自治体ごとに審査し、生活保護費を受給できると認めら

れた世帯。

【ポイント】
①岡山市の相談対応件数は、この1年で17.6%増加した。岡山県はあま
り変わらない。
【注記】
①岡山市は2009年4月に政令市となる。それ以後の数値である。②岡
山市の児童相談所は「岡山市こども総合相談所」である。③岡山市は
児童虐待の相談機関として、その他に「地域こども相談センター」を６ヶ
所設置している。

Ａ－３　合計特殊出生率（岡山市，全国1990～2010年）

【ポイント】
①年齢3区分で構成比をみると、1980年から2010年にかけて、14歳
以下の年少人口と15～64歳までの生産年齢人口の比率が減少し、
65歳以上の老年人口比率は倍以上の増加がある。②65歳以上の
女性は21％を超え「超高齢社会」となっており、今後もさらに比率は
上昇しそうだ。
【注記】
①表に「総数（不詳除く）」欄があるのは、2010年国勢調査結果に年
齢不詳があるため。「総数」には年齢不詳数を含めている。②年齢3
区分の割合は総数（不詳除く）を100として計算している。③年齢３区
分の単位は割合が「％」、総数が「人」である。
【用語説明】
年齢３区分別人口：年齢別は、各年齢別、年齢5歳階級別にも作成
されるが、年少人口（0～14歳）、生産年齢人口（15～64歳）、老年人
口（65歳～）3区分が最も簡単な区分である。

　

Ａ－2 性，年齢３区分別人口割合（岡山市，1980，2010年）

Ａ－１　性,年齢階級別人口分布(岡山市，1980，2010年）

【ポイント】
①2009年4月1日政令市となり、2010年の人口は約71万人になった。②
1980年と2010年を比べると、釣鐘型から壷型へと、少子高齢化の進行
を示している。③上方が左右に、特に女性の上昇と広がりが目立つ。

高齢女性の生活は大丈夫だろうか。
【注記】
①岡山市の平均寿命は、2005年が公表されている最新のものである。
全国（男）78.6歳、（女）85.5歳。女性は男性に比べて市では7.1歳、全
国でも6.9歳長生きである。②全国2010年（男）79.6歳、(女)86.3歳が公
表されている。
【用語説明】
平均寿命：ある年の男女別にみた年齢別死亡率が将来もそのまま続く
と仮定して、各年齢に達した人がその後何年生きられるのかを示した
ものが平均余命。０歳児（出生時）の平均余命のことを「平均寿命」とい

う。従って、現在80歳の人の平均寿命ではない。

男女共同参画の推進をするために、社会福祉、社会保障に関す
る男女差を知ることは重要である。今回は年々増加傾向にある生
活保護、児童虐待についての現状をみる。

【ポイント】
 ①相談は身体的暴力が過半数を占める。②相談件数は2008～2010
年にかけて減少傾向にあるが、これは一人にかかる相談内容の複雑
化による長時間対応等が影響しているのではないか。③依然として
1,200件を超えている。
【注記】
①岡山市は2004年12月から、配偶者暴力防止法に基づく「配偶者暴
力相談支援センター」の業務を開始した。②相談件数は主たる相談を
1件としてカウントしている。
【用語説明】
ＤＶ：ドメスティック・バイオレンス。配偶者や恋人等、親密な関係にあ
る人からの暴力的で高圧的な態度。内閣府では「配偶者からの暴力」
という言葉を使用している。

【誰が支える高齢者の生活】

岡山市の男女共同参画の状況、問題を理解する前提・基礎
として人口と世帯をとりあげる。

Ｆ－４　女子大学生の性的被害関連経験の有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(岡山県内4大学，2011年）

女性は暴力の被害者になりやすい。どのような被害を受けるのか、被害
の相談ができているのか、いつから被害を受けているのかについて現
状をみる。

　
　　 「 岡山市ジェンダー統計リーフレット」の発行にあたって

　この解説書は、リーフレット『岡山市の女性と男性２０１２』を読み解く際
の助けとして、図・表の要点・用語等について説明するものです。リーフ
レットは、１．岡山市民の生活上関心が深い男女共同参画の現状を統
計で表現すること、２．リーフレットの作成・分析・活用を通じて、岡山市
の男女共同参画社会の推進に寄与することを目的に市民有志と岡山
市が協働して作りました。
　男女共同参画社会の推進に統計を道具として活用するとき、国際的
にはこの統計を「ジェンダー統計」、この活動を「ジェンダー統計活動」
とよび、国連を中心に大きな前進をみせています。今回のリーフレット
づくりは、岡山市でのジェンダー統計活動の第一歩です。

◆リーフレット作成市民メンバー（敬称略、順不同）
・内田　武宏　　　 　・大倉　和郎　　　   ・岡本　富美子
・鬼木　のぞみ　　　・隈元　夢希乃　　　・崎本　とし子
・杉本　慧子　　　　 ・角田　みどり　　　 ・寺田　和子
・万城　公美子　　　・山口　陽子　　　 　・和田　祥子

・法政大学名誉教授の伊藤　陽一さんには、2010年8月開講の岡山市
男女共同参画大学講座「ジェンダー統計」に続き、「ジェンダー統計リー
フレット作成グループ」の講師としてもご指導いただきました。厚くお礼申
し上げます。
　また、データ収集にご協力をいただきました独立行政法人国立女性教
育会館（ＮＷＥＣ）、岡山県、岡山労働局、岡山弁護士会、その他関係機
関の皆様に心より感謝申し上げます。

【問い合わせ先】
　岡山市男女共同参画社会推進センター「さんかく岡山」
　〒７００－０８２２

　岡山市北区表町三丁目14番－１ー201号
　ＴＥＬ０８６－８０３－３３５５　ＦＡＸ０８６－８０３－３３４４
　Ｅ－ｍａｉｌ：ｓａｎｋａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ
　

【なぜこうなる福祉の現状】

【児童虐待気づいた人がすぐ相談を】

【大切な命を守るには】

【男はなぜ暴力をふるうのか】

【あなたは悪くない】

－全体表記について－
・レイアウトはリーフレットに対応している。
・元データが元号の場合、西暦で表示している。
・「性別」は「性、」と略して表示している場合もある。

【一人で悩まないで】

２０１２

<解説書>
～岡山市ジェンダー統計リーフレットと
　あわせてご利用ください～
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Ｄ－３　性、学科別高校生割合（岡山市，2011年）

【ポイント】
①看護科、家庭に関する学科は圧倒的に女子が多い。②工業に関
する学科は圧倒的に男子が多い。③普通科は男女とも5割を超えて
いる。
【注記】
①岡山市内の公立（全日制・定時制）18校、私立9校の学科の数値
である。②学科種別は岡山県教育庁の分類である。③男子の看護
科は14人（0.12%）、家庭科は5人（0.04%）である。

Ｄ－４　性に関する相談ができる大人が身近にいるか(中学2年生)
          （岡山市，2007～2011年）

【ポイント】
①男女とも悪性新生物による死亡率が最も高い。②主要疾患等6項目
のうち、4項目で男性の方が女性を上回り、特に差が大きいのは悪性
新生物と自殺で1.6倍、約3倍である。
【注記】
①人口１０万人あたりの人数であり、単位は「人」。
②全国比較は最新データの2009年である。
【用語説明】悪性新生物：悪性腫瘍のことで癌（ガン）と肉腫をさす。

Ｅ－１　性、主要疾患別等死亡率（岡山市，全国，1997，2009年）

Ｅ－２　性別月間受診率推移（国民健康保険：岡山市，2005～2010
年）

Ｅ－３　性、性感染症別１０代患者数推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山市，2000～2010年）

Ｃ－１　市議選投票率推移（岡山市，全国，1975～2011年）

<Ｃ　意思決定>

【ポイント】
①岡山市の投票率は男女とも、全国より低い。②岡山市の女性の投票
率は常に男性よりも高い。③1975年代から、最近までの傾向を見ると岡
山市、全国とも約70％台から45～55％に20ポイント近く低下している。④
岡山市では2007年を底に2011年にかけて投票率は女性が2.3、男性が
3.3ポイント上昇している。
【注記】
2009年4月に岡山市は政令市となり選挙制度が変わった。

【ポイント】
①2009年4月に岡山市が政令市に移行し区割りが変更された。女性議
員は７名で推移しており、13.5%である。②全国19政令市中14位であ
る。
【注記】
①図の数値は人数である。
【用語説明】
政令市：政令で指定する人口50万人以上の都市（「政令指定都市」とい
う。）政令市には、区を設けることができるとしている。1955年に名古屋
市が最初に指定され、岡山市は18番目。

　

Ｃ－３　審議会等委員女性比率（岡山市，政令市，2011年）

【ポイント】
①岡山市の第3次さんかくプランの審議会等における女性割合の目標
値は40%である。②2011年、岡山市における審議会等の数は48あり、
女性委員比率は39.9％である。
【注記】
①政令市で義務付けられている、教育・人事・選挙管理委員会、監査
委員をとりあげている。②その他建築審査会・都市計画審議会・固定
資産評価審査委員会は女性が少ないと思われたので取り上げた。③
岡山市各審議会等委員総数：建築審査会7人、教育委員会5人、都市
計画審議会20人、人事委員会3人、固定資産評価審査委員会12人、
選挙管理委員会4人、監査委員4人。
【用語説明】
都計審議委員：都市計画審議会委員のことである。

Ｃ－４　分野別指導的地位の女性比率（岡山市，全国，2010，2011年）

【ポイント】
①社会的影響力のある指導的地位のうち9項目をとりあげている。②岡
山市の小学校長、小学校副校長・教頭については女性が30％を超え、
全国と比較して非常に高い比率を示している。③中学校長、農業委員、
課長級以上職員、町内会長は10％に満たない。
【注記】
①弁護士（岡山県）、市区議会議員、農業委員は2011年、その他につい
ては2010年。②学校関係は本務者（公立）の割合である。③岡山市の
教育職を除く課長相当職以上である。④岡山市各指導的地位総数：小
学校校長91人、副校長1人、教頭106人。中学校校長38人、副校長2人、
教頭45人。弁護士301人（岡山県）。市議会議員52人、農業委員66人、
課長級以上職員468人、町内会長1716人。
【用語説明】
本務者：当該学校の専任の教職員。

Ｂ－３　性、年齢階級別決まって支給する現金給与月額
　　　　　　　　　　　　　　　　（一般労働者，岡山県，2010年）

【ポイント】
①女性は「仕事・家庭生活・地域・個人の生活」を希望しているのに現
実はできていない。②男女ともワーク・ライフ・バランスを望んでおり、男
性は仕事優先の現実を改めたいと希望している。
【注記】
①2011年3月発行の岡山市『男女共同参画に関する市民意識・実態調
査』(対象：市内在住の20歳以上男女（女性　1553人、男性1447人の計
3000人）、有効回収数女性933人、男性566人、不明26人、回収率
50.8％）
【用語説明】
ワーク・ライフ・バランス：仕事（有償労働：ワーク）と私生活（ライフ）とが
調和・両立（バランス）している状態。

【ポイント】
①女性は全年齢階級を通じ、賃金が男性より低い。②男性は50～54
歳まで年齢が上昇するとともに、賃金が増加している。女性はほぼ横
ばいのため男性との格差は大きくなる。③ピーク時の男性賃金は約40
万円に対し、女性は約26万円である。④退職後の年金も現役賃金を
基に計算されるため、女性は年金も男性に比べて少ない。
【注記】
①市の統計はないため、県の統計による。②10人以上規模の企業の
短時間労働者を除いた一般労働者の給与月額である。②月額は2010
年6月分のデータである。
【用語説明】
決まって支給する現金給与：労働協約、就業規則等によってあらかじ
め定められている支給条件、算定方法によって支給される給与のこと
で、基本給、家族手当、超過労働手当てを含む。

【ポイント】
①女子は男子に比べて身近に性に関する相談ができる大人がいる割
合が高い。②男女ともに十分に相談ができているとは言えない。
【注記】
①どのような大人(親、相談員、教師等並びにその性別）に相談してい
るのかの調査はされていない。②調査は2002年から実施されている。

<Ｅ　健康>

【ポイント】
①女性は外来受診率が高い。②男性は入院率が高い。③2008年か
ら外来、入院率が減少している。
【注記】
①「後期高齢者医療制度」は2008年4月1日に導入。

【ポイント】
①女性は2001年をピークに全感染症が減少している。2010年では男性
との差が少なくなっている。②男性は淋病、性器クラミジア感染症が主
であるが、大きな変化はみられない。
【注記】
①岡山市では「性に関する出前講座」を実施している（1994年より実
施。2011年受講者18,225人（第3次さんかくプラン目標値、年17,500人）
【用語解説】
定点報告：定点とは、インフルエンザなど感染症の発生状況を知るた
めに、その情報を報告する病院（岡山市は6病院）をさす。感染症発生
件数を病院数で除したものが定点あたり報告数である。

【ポイント】
①女性は、20～34歳までは正規雇用者が非正規雇用者を上回るが、
35歳以降は逆転している。②男性は20～64歳までは正規雇用者が非
正規雇用者を上回り、65才以降で逆転している。③男女とも19歳以下
は、非正規雇用者が正規雇用者を上回る。
【用語説明】
正規雇用／非正規雇用：正規雇用者（正社員）は、雇用期間の定めの
ないフルタイム雇用者である。非正規雇用者（非正社員）は契約・嘱
託・派遣社員、パートタイム雇用者、アルバイト等である。非正規雇用

者の多くが、雇用期間が短く、低賃金で不安定な働き方をしている。

Ｂ－1　性、年齢階級別労働力率（岡山市，1990，2010年）

【ポイント】
①男性は台形型の労働力に特に変化は見られない。②女性は全体的
に労働力が増加。1990年では２５～２９歳で減少をはじめ３０～３４歳で
底となっていたＭ字型が、2010年では２５～２９歳がピーク、３０～３４で
減少し３５～３９歳が底というように、５歳高い方に移動。その底は20年
間で約２０ポイントも上昇し、はっきりしたＭ字型でなくなってきている。
③女性が働き続ける環境が整備されてきているということだろうか。
【注記】
1990年と2010年という2年を選択している。この20年間さまざまな変化が
あり、また調査年である年の景気動向に影響されて各年の数値も異な
るので、この2年次のみ比較だけでは要点を指摘できない部分がある。
【用語説明】
労働力率：15歳以上の人口に占める労働力人口割合のこと。賃金や営
業収入など有償労働のみを「労働力」としている。家事・育児・介護従事
者は「無償労働力」としている。従って、「有償労働従事者」比率と理解す
るのが正しい。
　

労働力
人口

非労働力
人口

就業者

完全失業者

従業者

休業者

【ポイント】
①2000年から2010年の10年間で総世帯数は52,733世帯増加した。
2009年の政令市移行で市町村の合併が要因の一つにある。②単独
世帯の増加は28,787世帯である。
【注記】
①家族類型世帯構成は一般世帯のみである。施設等の世帯は表示し
ていない。②2010年の世帯総数には不詳を含む。③世帯構成はＮＷ
ＥＣ統計データブックの類型を参考にした。
【用語説明】
世帯類型別世帯：日本の「国勢調査」では1985年以降「一般世帯」と
「施設等の世帯」に区分をしている。一般世帯は、世帯員の世帯主と
の続き柄で親族関係にあるかないかにより分けている。「世帯の家族
類型」：(１)親族のみの世帯（①核家族以外の世帯②女親と子供③男
親と子供④夫婦と子供⑤夫婦のみ）、（２）非親族を含む世帯、（３）単

独世帯。

Ｂ－２　性、年齢、正規・非正規別雇用者割合（岡山市，2010年）

Ｂ－４　ワーク・ライフ・バランス（岡山市，2010年）

【ポイント】
①幼稚園・小学校は女性が、高等学校は男性が担っている。②教員自身
の進路選択が影響しているのではないだろうか。③この10年間大きな変
化はみられない。

Ｄ－１　性、幼稚園・小・中・高校別教員数の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(岡山市，2000～2010年）

<Ｄ　教育>

Ｄ－２　中学校主免許教科別女性教員割合(岡山市，2011年）

【ポイント】
①中学校の女性教員の主免許教科をみると、家庭、英語、音楽、国語が
高い。特に家庭科はは97.1%と高い。技術は0％、理科・社会が約18％、
数学・保健が約27～28％と低い。
女性教員は文系が高い数値を示している。
【注記】
①岡山市公立中学校教員の主免許教科割合である。②各教科の教員数
は公表されない。③「保健」＝「保健体育」
【用語説明】
主免許教科：中学校でいくつかの科目免許を持っている教員が、採用時
に担当する科目として届けた教科をさす。

男女が共に健全な生活を維持していくためには健康が基礎になる。なぜ
男性の平均寿命が女性より短いのか、性感染症に性差があるのかを主
要疾患別等死亡率や性感染症別患者数推移等からみる。

生涯を通じて男女が平等に教育を受ける機会が提供されなければなら
ない。教師がロールモデルとなることを考えると教科担当においても男
女が均衡していることが望ましい。教員構成と、生徒の進路等から状況
をみる。

５３

Ａ－５性、年齢別単独世帯割合（岡山市，2000，2010年）

Ａ－４　家族類型別世帯構成割合（岡山市，2000，2010年）

【ポイント】
①65歳から女性の単独世帯が男性を上回る。10年前と傾向はほぼ同
じである。②10年間で35歳以上の男性の単独世帯の増加が見られる
【注記】
①単独世帯の総数は、2000年78,009（女37,140、男40,869）世帯、
2010年106,796（女49,435、男49,286、不詳あり）世帯である。

【気になる単独世帯の未来】

【女性だって働きたいし、働き続けたい】

15歳以上
の人口

【みんな大変、女性はもっと大変】

【類をみない賃金の男女格差】

【両立させたい仕事と生活】

<Ｂ　労働と所得>

女性が有償労働者として収入を得ても経済的自立を得ることができてい
ない状況を、労働力率、賃金格差、仕事と生活の希望と現実からみる。

地方、地域の政治、行政、経済等の主要分野での意思決定の場に女性が
いることが重要であり、女性割合を高める必要がある。投票率、市議会議
員割合等から岡山市の現状をみる。

Ｃ－２　議員　性、人数比率（政令市，2011年）

【未来の政策をつくるのは誰？】

【意思決定の場にもっと女性を】

【男女ともに性の相談ができる環境づくりを】

【健康からみえる男女の生活スタイルは？】

【変わらない教育界での性別役割分担】

　　　　　　　　　　労働力人口
　＊労働力率＝　　　　　　　×100
　　　　　　　　　　１５歳以上
　　　　　　　　　　の人口


